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［目的］ヒ トX−一連鎖劣性遺伝性疾患の 出生前診断で

は性別判定が重要 で あ る ．そこ で PCR法 に よ る単
一一細胞 レ ベ ル での ，よ り確実で信頼性の 高い着床

前性別診断法の 可能性 を検討 した ．［方法］Y染色

体特異的 SRY配列 と X染色体特異 的ZFX配 列を増幅

目標と した．Outer　target は SRY・421bp，　ZFX・217bp

と し，ln皿er 　 target はSRY・266bp
，
　ZFX・150bpとし

た ．まず ヒ トgenomic 　DNAを希釈 し て 2領域 の 同時

増幅を行 い
，

si   1eお よびnested 　PCR法の 感度 を

検討 した ．次 に患者の 同意の もと に ， 染色体検査

の 目的で 採取した ヒ ト羊水中の 羊水細 胞 1個を

micromanipulator 下 に採取 し ， さ らに体外受精余

剰胚か ら分離 した 単一割球を検体と し て増幅を行

な っ た ．検体は凍結後94°Cで 加熱 し，PCR法で 至

適条件下 で30回増幅した の ち ， poiyacryiamide

gelで電気泳動 し ， 染色後増幅の 有無を確認 した ．

［成績］ Inner　primer で SRYおよびZFX配列を増幅

し た と こ ろ ， si   le　PCR法で template 　DNA　l／10

pg まで 増幅可能で あっ た ．　 Nested　 PCR法では増 幅

感度は同 じであっ た が ， よ り明瞭な bandが 出現 し

性別判 定が確実 とな っ た ．そ こ でnested 　PCR法で

1個の羊水細胞お よび割球 をtemplate 　DNAと し て

増幅 した と こ ろ ，18個中17個 の 羊水細胞 （2猛例）

と10個の 割球 （5細胞期胚 2個 ）の す べ て で SRY
，
　ZFX

配列が増幅 さ れ ，
い ずれ も 男児と判定可能 であ っ

た ．L結謝 Nested　PCR法 に よ り単
一

細胞で の性別

診断は可能で あ り，着床前期胚の 単一
割球 を用 い

た性 別診断に 応 用で き る 可能性が 示唆さm た ．

［目的］胎盤性 凝固抑 制物質 （annexln 　 V） は胎

盤 組 織 か ら 分 離精 製 さ れ た 血 液 凝 固 抑 制 能 、

phospholipaseA2 抑制能等 を有す る 物質 で あ る 。

本研究 で はannextn 　 V の 血小板 に おけ る存在 、 お

よ び血 小 板凝集能に対す る 影響 に つ い て 検 討す る

こ と を 目的と し た 。

［方法］  volunteers か ら 得 た 正 常洗浄血 小 板溶

液 を凍結 ・融解 ・超 音 波 処 理 した 後 、western

blotを施行 し、　 annexin 　 Vの検出を行 っ た。  洗

浄 血 小板浮遊液 400 μ1に 、生食 （control ，　ct ） ；

500　Ug ／ml
，

…mnexin 　V ；100 μg ／ml
， 抗annex 正n

V 抗体をそれ ぞれ 50叫加 えた 後、ADP 血 小板 凝集

能を測定 した。  洗浄血 小 板400pl にADP50 μ1を

加 え 、 凝集反応 を惹 起 し た後 、 血 小板 annexin 　 V

濃度 を ELISA 法 に て 測定 し た 。ま た 、同
一

検

体 に 生食を加 えた溶 液 の 血小 板annexin 　 V 濃度 を

凝集前値と し、凝集前後の変動を比較検討 した 。

［成績］  破砕 血 小板 中 に抗annexin 　V 抗体に よ

るバ ン ドを認 めた。  annexin 　V、および抗

annexin 　V 抗体を加 えた洗浄血 小板のADP 血小板

凝集能は 、ct と差 を認 め なか っ た。  凝集反 応前

に比較して 凝集後の 血小板 annexin 　 V濃度 は （凝

集 前 16．28 ± 6 ．57 ；凝集 後 11．04 ± 7．26 、M ±

SD ，n ＝6）有意 に減少 して い た （p ＜O．005） 。

［結論］   血 小板 中 に annexin 　 V が存在する こ と

をはじめて 明 ら かに した。  annexin 　V は血小 板

凝集反応に関与して い る こ とが示唆された。今後、

各種 血 小 板凝集異常症に お け る annexin 　 V の 発現

に つ い て 検討 す る 必要が あ る と考え られ た。
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